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論　　文　　の　　要　　旨
　ペロブスカイト型結晶の一種であるCsPbα。について、光学吸収スペクトルヨ反射スペクトル、お
よびその磁界依存性、磁気円二色性雲X線電子スペクトル等の実験的手法を駆便して，その電子構
造とヨ光学遷移、特に励起子吸収帯についてヨ詳細に研究した報告である。
　Cs恥α・は同様の結晶構造を持つBaTiO・とは異なりヨ強誘電性は示さないが、常温付近で構造相
転移を示すことが知られており害この観点からの研究が数多くなされて来た。しかしヨその電子的
構造に関しては、それを明らかにした報告は殆んどない。著者はその属する研究室で既に行われて
来たCs一ハライド、pb一ハライド等の電子構造と比較してラペロブスカイト型結晶でどの様な電子
構造を持つかについて興味を持ち。前述の方法で研究を進めたところ，かえって丁王αに近い吸収ス
ペクトルを示すことを見出した。すなわち、その吸収端3．O　eV付近に鋭い形の励起子吸収帯の存在ヨ
それより高エネルギー側に小さい第2励起子吸収帯の存在を見付け，それより更に高エネルギー領
域には幅の広いいくつかの吸収帯を発見した。本論文ではヨこれらの中で特に励起子吸収帯の電子
遷移の解明に主力を置き曾強磁場の下での吸収帯の変化を測定し、これを励起子状態への磁界によ
る摂動として理論的に取り扱かい，それを説明することに成功した。又光学吸収ばかりでなくヨ磁
気円二色性スペクトルやX線電子スペクトルの形状よりヨこの励起子吸収帯がブリリュアン帯にお
けるR点における遷移に関連したものであり，電子的には主としてPb2＋イオンのイオン内遷移によ
るものであることを明らかにした。又磁気円二色性の絶対値より励起子吸収帯の有効9一値として、
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O，90という値を得，これをPb2＋イオンの（6s）2→（6s）（6P）遷移によるものと考えるとラ
（6P）軌道の軌遺9一値としてO．35という値を得た。この軌道9一値がヨ1より小さくなってい
るのは，（6P）電子が，まわりにあるハロゲンイオンとかなりの程度で共有結合を作っているため
であると説明されている。
審　　査　　の　　要　　冒
　CsPbα。の単結晶は里構造相転移を示すことで既知の物質であったが，その電子構造は解明されて
いなかった。これは、X線構造解析などとは異なり，光学的測定にはかなり大きな単結晶を必要と
することが一つの原因であった。光学的測定に用いられる単結晶、少なくとも5㎜x5㎜以上の壁
開面を持つ単結晶の育成は難しくヨまた根気のいる作業であったがヨ著者は数週間にわたって除々
に炉を冷却する方法によってヨはじめて光学測定に耐える結晶の育成に成功した。また光学測定に
おいてもヨ偏光を用いて極低温でヨしかも磁気の方向を変化させた測定ヨすなわち，ファラデー配
置とフォクト配置における測定が必要であったがヨ著者はそれにも成功した。その結果ヨ正確な光
学測定が可能となり，理論的な取り扱いのできる結果を得た。著者は物性物理学に対する理解も深
くヨCsPbα。の励起子状態における電子構造を理論的に求めラ実験結果と比較してヨ正しくそれを解
明することができた。以上のことはヨ著者の固体物性物理学に対する優れた理解カと長期間にわた
る絶え間ない努カの結果であると考えられる。又ラCsPbC且。の電子構造が解明できたことはヨ同様な
物質の構造の解明にその手懸りを与えるものでありヨ物性物理学の発展に貢献することも大きいと
いうことができる。
　よって著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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